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令
和
４
年
度
錦
江
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
歳
入
】

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

７
，
７
５
６
万
６
千
円

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金３１

４
万
円

【
歳
出
】

・�

町
内
小
中
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化（
修
繕
料
）

１
，
８
０
０
万
円

・
道
の
駅
に
し
き
の
里
整
備
工
事

４
，
０
０
０
万
円

・�

瀬
々
來
樹
館
木
製
デ
ッ
キ
増
築
工
事

３
９
８
万
５
千
円

・�

配
合
飼
料
価
格
高
騰
対
策
支
援

事
業
補
助
金

２
，
１
０
０
万
円

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

　
学
校
給
食
費
支
援
事
業
補
助
金

３
０
０
万
円

令
和
４
年
度
錦
江
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）
を
承
認
し
ま
し
た

　

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
歳
入
】

・�

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
支
援
事
業

費
補
助
金

９
６
１
万
４
千
円

【
歳
出
】

・�

錦
江
町
消
費
喚
起
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
発
行
等
業
務
委
託

１
８
５
万
円

・�

錦
江
町
消
費
喚
起
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
事
業
補
助
金

１
，
１
１
０
万
円

・�

合
宿
誘
致
推
進
補
助
金

１
１
万
６
千
円

錦
江
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た

　

人
事
院
規
則
の
一
部
変
更
に
伴

い
、
錦
江
町
職
員
の
育
児
休
業
の

取
得
要
件
な
ど
を
緩
和
す
る
よ
う
、

条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た

　

令
和
４
年
11
月
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
で
個

人
番
号
カ
ー
ド
と
多
機
能
端
末
機
を

使
用
し
て
、
印
鑑
証
明
書
を
受
け
取

れ
る
よ
う
、
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

錦
江
町
奨
学
金
条
例
を
制
定
し
ま
し
た

　

錦
江
町
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
学

ぶ
機
会
を
確
保
し
、
各
地
で
活
躍
す

る
人
材
に
成
長
す
る
こ
と
を
支
援
す

る
目
的
の
錦
江
町
奨
学
基
金
を
新
た

に
設
置
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
を
推
薦
し
ま
し
た

　

人
権
擁
護
委
員
は
町
長
が
議
会
の
意

見
を
聞
い
て
、法
務
大
臣
に
推
薦
し
ま
す
。

　

次
の
方
を
推
薦
す
る
こ
と
に
賛
成
し

ま
し
た
。

　

淺
井　

千
幸
さ
ん
【
旭
町
自
治
会
】

　

任
期
は
令
和
５
年
１
月
１
日
か
ら
令

和
７
年
12
月
31
日
で
す
。

　

令
和
４
年
第

１
回
臨
時
会
は
、

７
月
20
日
の
１

日
間
で
補
正
予

算
を
１
件
審
議

し
ま
し
た
。

臨時会7月補
正
予
算
　

専
決
処
分
を
承
認

内
容

　

基
腐
病
に
よ
り
、
減
収
と
な
り
、
国
や
町
か
ら
支
援
し
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
さ
つ
ま
い
も
耕
作
を
続
け
て
い
る
が
、

未
だ
に
確
実
な
予
防
策
も
な
く
、
さ
ら
に
反
収
が
下
が
る
中
、

原
油
高
騰
等
に
よ
り
資
材
な
ど
の
経
費
も
上
が
る
な
ど
し
、

さ
つ
ま
い
も
耕
作
を
や
め
て
い
く
人
も
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
さ
つ
ま
い
も
農
家
に
作
付
け
継
続
支

援
と
し
て
、
耕
作
面
積
10
ア
ー
ル
当
た
り
１
万
円
の
支
援
を

求
め
る
陳
情
。

　
　
不
採
択
と
す
べ
き
も
の

理
由

　

基
腐
病
に
対
し
て
対
策
さ
れ
、基
腐
に
関
し
て
は
、回
復
傾
向
に

向
か
っ
て
い
る
。一
反
当
た
り
の
補
助
で
は
な
く
、そ
の
対
策
を
す

る
資
材
等
に
対
し
て
の
補
助
金
で
あ
れ
ば
、農
家
へ
の
平
等
性
・
公

平
性
も
保
て
る
。

　

農
家
も
、持
ち
込
ま
な
い
、残
さ
な
い
、増
や
さ
な
い
、そ
れ
を
徹

底
し
、あ
る
程
度
、防
ぐ
こ
と
が
で
き
て
い
る
、併
せ
て
連
作
を
避
け

る
な
ど
の
努
力
に
よ
っ
て
基
腐
病
の
発
生
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
。

　

肥
料
、飼
料
、資
材
な
ど
の
価
格
高
騰
は
、さ
つ
ま
い
も
農
家
だ
け

で
は
な
い
。

委
員
会
の
意
見

　

資
材
・
飼
料
・
肥
料
等
の
高
騰
に
つ
い
て
は
、さ
つ
ま
い
も
農
家

の
み
な
ら
ず
、他
の
作
物
を
作
る
農
家
も
一
緒
で
あ
り
、執
行
機

関
に
お
い
て
は
、農
家
全
体
に
対
し
て
、資
材
・
飼
料
・
肥
料
等
の

高
騰
し
た
分
や
、新
し
い
被
害
対
策
の
取
り
組
み
等
に
対
し
て
補

助
を
す
る
な
ど
、農
家
を
支
援
す
る
対
策
を
検
討
さ
れ
た
い
。

あなたの陳情を審査

さ
つ
ま
い
も
耕
作
継
続
支
援
に
つ
い
て
の
陳
情

諮
問

　
令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
は
９
月
６
日
か
ら
26

日
ま
で
の
21
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
専
決
処
分
１
件
、
補
正
予
算
８

件
、条
例
改
正
２
件
、条
例
制
定
１
件
、諮
問
１
件
、

決
算
認
定
７
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、８
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

定例会9月条
例
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　一般会計と特別会計の補正予算を原案のとおり可決しました。主なものは次の通りです。

新型コロナウイルス予防接種業務委託
1,567万６千円などを可決

● 一般会計（第５号・第６号）
肝属郡医師会立病院再整備事業補助金（基本設計）

102 万 5 千円
基本設計プロポーザル支援業務分
事業費 204 万 9千円（南大隅町１/2負担）

新型コロナウイルス予防接種業務委託
1,567 万 6 千円

4 回目接種の対象者拡大及びオミクロン
株対応

海岸堤防等老朽化対策緊急事業負担金
△ 2,007 万 3 千円

馬場海岸工事の費用確定によるもの

木質バイオマス施設管理運営委託
92 万円

燃料チップの使用量の増加によるもの

立木等補償費
△ 2,950 万円

山ノ口線事業見直しによる減額

新型コロナウイルス見守り支援業務委託
（社会福祉協議会へ委託）　　50 万円
家族・知人等を通じた食料品等の支援が受け
られない感染者・濃厚接触者への生活支援

集会施設等整備事業補助金　78 万 8 千円
鳥井戸自治会：浄化槽入替及び付帯工事　52万 8千円
平石自治会：鉄鋼スラッグ舗装　　　　　　26万円

肉用牛生産農家支援対策事業補助金
1,000 万円

生産牛（母牛、育成牛）5,000 円／１頭

木質バイオマス施設管理運営委託
92 万円

燃料チップの使用量の増加によるもの

自治会簡易水道事業補助金
61 万 4 千円

皆倉水道組合配水管改修に伴う資材購入補助

地域介護・福祉空間整備等施設整備事業補助金
773 万円

看護小規模多機能型居宅介護施設に非常用電源を整備

● 国民健康保険事業（第１号）
償還金

2,255 万 1 千円
普通交付金から保険給付費の差額分を償還

通信運搬費
30 万５千円

被保険者証郵送（特定記録）２回目発送分

● 後期高齢者医療事業（第１号）

● 簡易水道事業（第１号）
水道消費税

255 万 6 千円
消費税納付額不足見込みによる増額

● 農業集落排水事業（第１号）
長期債元金償還金

506 万円
財政融資資金繰上償還

● 介護保険事業（保険事業勘定）（第１号）
償還金

2,118 万 4 千円
令和３年度分精算

一般会計繰出金
15 万 5 千円

令和３年度分精算

● 介護保険事業（サービス事業勘定）（第１号）
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決算の内容を詳しく知りたい方は、町ホー
ムページ「監査等の結果について」から「決
算及び資金運用状況審査意見書」（令和４年
度実施分）をご覧くださるか、監査委員事
務局へお問い合わせください。

【URL】
http://www.town.kinko.lg.jp/kansa-h/chose/kansa/kekka/kekka.html

【TEL】２２－３０３４

【二次元コード】

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
９
月
８
日
、
９
日
、

12
日
、
13
日
の
４
日
間
で
全
課
を
対
象
に
、
一
般
会
計
と

特
別
会
計
、
合
わ
せ
て
７
会
計
の
令
和
３
年
度
決
算
に
つ

い
て
集
中
的
に
審
査
を
行
い
、
す
べ
て
認
定
し
ま
し
た
。

　

様
々
な
質
疑
が
出
ま
し
た
が
、
そ
の
中
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
た
も
の
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

一般会計  歳出71億9,014万円、歳入73億1,097万円

の展開は？－令和３年度決算審査－

令和３年度決算
認定

【自主財源】
町が自主的に調達できる財源。
固定資産税、町民税、手数料、寄附金など。
【依存財源】
国や県からの交付またはその意思決定に
よる財源。
地方交付税、国県補助金、町債など。

【ふるさと納税】2億 3,702 万 9,300 円
【企業版ふるさと納税】	 330 万円
【一般寄附金】	 10 万円

議会費
7,137万円 （1.0%）

農林水産業費

5億2,828万円

（7.3%）
衛生費
4億6,351万円 （6.4%）

消防費
2億2,288万円
（3.1%）

商工費

8,718万円（1.2%）

歳出

総務費
18億4,587万円

 （25.7%）

民生費
19億3,304万円

（26.9%）

土木費

5億6,739万円

（7.9%）

教育費
6億116万円 

（8.4%）

公債費
8億6,923万円

 （12.1%）

借り入れ金への

返済金です。

介護・医療・子育て支
援など福祉のための
予算です。

分担金・負担金
2,671万円（0.4%）

財産収入
3,770万円（0.5%）

使用料・手数料
8,535万円（1.2%）

寄附金
2億4,043万円(3.3％)

諸収入 6,345万円（0.9％）
繰越金
1億4,830万円（2.0%）

繰入金 1億579万円（1.4%）

地方譲与税など
2億8,497万円（3.9%）

町税
6億2,686万円

（8.6%）

国庫支出金
9億5,208万円
（13.0%）

県支出金
5億3,610万円

（7.3%）

町債
6億5,308万円

（8.9%）

自主財源
18.3％

依存財源
81.7％

地方交付税
35億5,017万円（48.6%）

歳入

歳出：71億9,014万円

歳入：73億1,097万円

4きんこう議会だより 71号

９
月
定
例
会



徹底審議！事業効果は？今後

跡
地
利
用
、
ど
う
す
る

議
員　
木
原
住
宅
の
解
体
工
事
が
な
さ
れ
た
が
、

町
と
し
て
は
跡
地
の
利
用
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か

執
行
部　
現
段
階
で
は
白
紙
で
あ
る
が
、
ま
ち
づ

く
り
懇
談
会
な
ど
の
場
を
通
じ
て
、自
治
会
の
方
々

と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
検
討
し
た
い

登
録
証
発
行
、
速
や
か
に

議
員　
保
健
セ
ン
タ
ー
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ー

ン
取
扱
い
講
習
会
に
つ
い
て
、
登
録
証
の
発
効
ま

で
に
２
～
３
週
間
か
か
っ
た
と
の
話
を
耳
に
し
た

が
、
迅
速
に
対
応
で
き
な
い
か

執
行
部　
速
や
か
に
行
う
よ
う
対
処
し
て
ま
い
り

た
い進

む
山
林
伐
採
、
対
応
は

議
員　
昨
今
、
山
林
の
伐
採
を
町
内
あ
ち
こ
ち
で

目
に
す
る
が
、
関
係
機
関
と
連
携
し
つ
つ
、
地
主

に
植
林
を
促
す
な
ど
の
対
応
は
と
っ
て
い
る
の
か

執
行
部　
森
林
環
境
税
に
よ
る
令
和
の
森
づ
く
り

交
付
金
を
活
用
し
た
植
林
の
推
進
や
、
有
識
者
会

議
の
設
置
に
よ
る
森
林
保
全
対
策
の
検
討
を
進
め

て
い
る

業
務
改
善
・
人
材
育
成
、
充
実
を

議
員　
町
民
か
ら
の
問
合
せ
等
の
対
応
で
、
勘
違

い
や
思
い
違
い
か
ら
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
取
組
み

と
し
て
、
職
員
の
業
務
改
善
や
人
材
育
成
を
充
実

さ
せ
る
考
え
は
な
い
か

執
行
部　
事
務
処
理
手
順
書
を
作
る
な
ど
し
、
ま

た
我
々
の
そ
も
そ
も
の
役
割
と
し
て
、今
後
も
し
っ

か
り
と
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

相
談
窓
口
、
周
知
徹
底
を

議
員　
各
種
相
談
窓
口
の
案
内
に
つ
い
て
は
、
公

共
施
設
に
チ
ラ
シ
を
貼
る
と
か
、、
広
報
誌
に
常
に

掲
載
す
る
な
ど
、
常
に
目
に
付
く
よ
う
配
慮
が
必

要
で
は
な
い
か

執
行
部　
公
共
施
設
に
来
ら
れ
る
方
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
れ
以
外
の
方
に
ど
う
伝
え
る
か
は
、
大
き

な
課
題
で
あ
る
。
十
分
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

歳
出
額
、
今
後
の
推
移
は

議
員　
年
々
、
人
口
減
少
が
進
む
中
、
歳
出
額
の

規
模
は
今
後
ど
の
よ
う
に
推
移
す
べ
き
な
の
か

執
行
部　
一
般
会
計
は
60
億
円
以
下
で
の
運
営
を

見
込
む
が
、
高
齢
化
で
社
会
保
障
関
連
費
が
伸
び

て
く
る
。
社
会
増
減
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
ま
た
、
自

主
財
源
の
安
定
確
保
に
尽
力
す
る

特別会計　歳出 28 億 7,728 万円、歳入 29 億 9,048 万円

会　計　名 歳入総額 歳出総額 差引額 歳出の前年度比
国民健康保険事業 13 億 127 万円 12 億 6,009 万円 4,118 万円 1.2％増

後期高齢者医療事業 1 億 3,128 万円 1億 3,057 万円 71 万円 6.4％減

介護保険
事　　業

保 険 事 業 勘 定 13 億 3,649 万円 12 億 7,726 万円 5,923 万円 3.7％増

サービス事業勘定 1,136 万円 1,121 万円 15 万円 15.6％増

簡 易 水 道 事 業 1 億 2,689 万円 1億 1,985 万円 704 万円 19.7％減

農業集落排水事業 8,319 万円 7,830 万円 489 万円 164.2％増

全 223 回の質疑応答からピックアップ
※設備改修工事による増
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※賛否の表示は、○賛成、×反対となっています。
※�除は除斥で、審議の公正を期すために、審議事件と一定の利害関係を有する議員は、当該事件の審議に参与することが
できないとする制度です。
※議長には、表決権がありません。（陳情第４号では、議長除斥のため副議長が議事を進行しました。）

　令和４年度 第１回　臨時会

議案番号 案件名
賛否の結果

久
保
久
本
厚
ヶ
瀨
浪
瀨
染
川
池
田
川
越
小
吉
水
口
中
野
落
司
笹
原

議案第33号 令和４年度錦江町一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案に対する各議員の賛否状況

　令和４年度 第３回　定例会（９月議会）

議案番号 案件名
賛否の結果

久
保
久
本
厚
ヶ
瀨
浪
瀨
染
川
池
田
川
越
小
吉
水
口
中
野
落
司
笹
原

承認第５号
専決処分した事件の承認について（令和４年度錦江町一般会計補正予算
（第４号））

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第34号 令和４年度錦江町一般会計補正予算（第５号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第35号 令和４年度錦江町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第36号 令和４年度錦江町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第37号 令和４年度錦江町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計補正予算
（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第38号
令和４年度錦江町介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計補正予算
（第１号）について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第39号 令和４年度錦江町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第40号 令和４年度錦江町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第41号 錦江町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第42号 錦江町印鑑条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

陳情第４号 さつまいも耕作継続支援についての陳情書 × × × × × × × × × 除 ― 除

議案第43号 令和４年度錦江町一般会計補正予算（第６号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第44号 錦江町奨学基金条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認定第 1 号 令和３年度錦江町一般会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認定第 2 号 令和３年度錦江町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認定第 3 号 令和３年度錦江町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認定第 4 号 令和３年度錦江町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計歳入歳出決算の
認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認定第 5 号 令和３年度錦江町介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計歳入歳出決
算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認定第 6 号 令和３年度錦江町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認定第 7 号 令和３年度錦江町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
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町政のここが聞きたい

一般質問 ９月定例会では、８名の議員より
一般質問が行われました。
※質問及び答弁については、要旨を掲載しております。

池
い け だ

田 行
ゆ き の り

德 議員　８ページ
◇お茶の状況
◇道路の側溝改善安全対策

久
く ぼ

保 勇
ゆ う た

太 議員　９ページ
◇広域観光
◇スポーツ振興
◇未来づくり

久
ひ さ も と

本 晃
あきら

 議員　10 ページ
◇広報・情報発信　　
◇地域課題
◇指定管理

川
か わ ご え

越 裕
ゆ う こ

子 議員　11 ページ
◇全国学力テストの結果
◇校内の施設や樹木の管理
◇旧保健センター等の対応

落
お と し

司 道
み ち こ

子 議員　12 ページ
◇交通安全対策

浪
な み せ

瀬 亮
りょうすけ

祐 議員　13 ページ
◇コロナ感染対策　　　
◇濃厚飼料

水
み ず ぐ ち

口 孝
た か と し

俊 議員　14 ページ
◇木質バイオマス実証実験
◇意見・要望の取扱い

小
こ よ し

吉 昭
あ き ひ ろ

弘 議員　15 ページ
◇害虫の集団防除
◇景観整備

二次元コードから各議員の
一般質問の動画を閲覧

できます。
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Q 

令
和
４
年
度
産
一
番
茶
の
価
格
と

収
穫
量
に
つ
い
て
、
ま
た
、
品
質
に

つ
い
て
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

A 

町
長　
平
均
価
格
は
税
抜
き
単
価
で

２
，７
７
７
円
、
前
年
比
6.3
％
の
増
、
金

額
は
１
６
６
円
高
で
の
取
引
実
績
で
、
収

量
は
１
０
０
．９
ｔ
、
前
年
比
9.2
％
、
8.5

ｔ
の
増
収
と
な
っ
た
。
品
質
は
、
天
候
に

恵
ま
れ
、
霜
害
や
強
風
に
よ
る
被
害
も
少

な
く
良
質
な
も
の
を
出
荷
で
き
た
。

Q 

販
売
価
格
の
高
い
品
種
へ
の
改
植

は
順
調
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

A 

町
長　

改
植
に
よ
り
高
品
質
、
高

収
益
が
見
込
ま
れ
る
品
種
の
導
入
が

町
内
で
も
進
ん
で
い
る
。

Q 

個
人
販
売
な
ど
で
所
得
を
向
上
さ

せ
る
取
り
組
み
は
増
え
て
い
る
の
か
。

A 

町
長　

市
場
以
外
へ
の
出
荷
や
個
人

販
売
な
ど
は
各
生
産
者
が
個
々
で
取
り
組

ま
れ
、
物
産
館
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
若
手
生
産
者
で
組
織
す
る
深
緑
会

で
も
粉
茶
の
生
産
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

Q 

茶
生
産
農
家
に
対
し
、
イ
ン
ゲ
ン

や
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
夏
場
の
野
菜
の
栽

培
を
推
進
さ
れ
た
が
、
現
状
は
。

A 

町
長　
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ
る

収
量
減
、
労
働
力
不
足
に
よ
る
経
営
規
模
縮

小
も
あ
り
、
現
段
階
で
は
減
少
傾
向
で
あ
る
。

Q 

品
質
向
上
の
た
め
に
、
生
産
者
に

向
け
、
再
度
、
堆
肥
づ
く
り
を
行
政
指

導
で
推
進
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
て
肥
料
入

り
堆
肥
の
製
造
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

A 

町
長　
堆
肥
活
用
の
推
進
を
図
り
、
土

壌
の
状
態
に
応
じ
た
施
肥
管
理
を
継
続
す

る
よ
う
支
援
し
た
い
。
汎
用
性
の
あ
る
完

熟
堆
肥
を
生
産
す
る
と
い
う
建
設
時
に
活

用
し
た
補
助
金
の
目
的
を
勘
案
し
、
完
熟

堆
肥
の
み
の
提
供
、
生
産
を
考
え
て
い
る
。

の
後
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
た
の
か
。

A 

町
長　

通
行
車
両
の
事
故
防
止
と

児
童
生
徒
の
安
全
な
通
学
路
の
確
保

に
向
け
、
国
費
等
の
交
通
安
全
対
策

補
助
制
度
等
を
活
用
し
て
整
備
を
進

め
て
い
き
た
い
。

Q 

国
道
４
４
８
号
の
新
田
平
山
水
神

か
ら
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
場
や
そ
う
め
ん
流

し
へ
の
間
は
、
道
路
の
幅
員
が
狭
く
大

型
飼
料
車
の
往
来
も
あ
る
。
安
全
確
保

の
た
め
に
駐
車
場
を
含
め
、
側
溝
に
蓋

を
す
る
な
ど
の
改
善
は
で
き
な
い
か
。

A 

町
長　

飼
料
運
搬
車
両
等
の
通
行

の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
。
支
障
木
等

の
撤
去
を
行
い
な
が
ら
、
現
状
の
通

行
し
や
す
い
環
境
を
ま
ず
確
保
し
つ

つ
、
観
光
施
設
の
管
理
者
や
地
域
住

民
、
畜
産
関
連
事
業
者
等
に
ご
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
く
。

令
和
４
年
度
産
、
一
番
茶
の
価
格
、
収
穫
量
、
品
質

は
ど
う
で
あ
っ
た
か

平
均
価
格
は
、
前
年
比
6.3
％
増
、
収
量
は
9.2
％
増
、
品
質
は
良
質

を
出
荷
で
き
て
い
る

池田 行德 議員

Q 

町
道
の
中
で
幅
員
の
狭
い
道
路
で

は
、
側
溝
の
蓋
を
す
る
な
ど
の
安
全

対
策
が
必
要
な
個
所
が
あ
る
。
対
策

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

A 

町
長　

用
地
買
収
等
を
伴
わ
な
い

既
存
側
溝
に
蓋
を
か
け
る
こ
と
は
有

効
な
方
法
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

Q 

神
川
新
町
自
治
会
の
ロ
ー
ソ
ン
裏
の

迫
平
線
の
側
溝
は
内
径
30
㎝
と
小
さ
く
流

れ
が
悪
く
、
夏
場
の
蚊
の
発
生
な
ど
不
都

合
が
生
じ
て
い
る
。
道
路
の
改
善
な
ど
、

議
会
を
通
し
て
要
望
が
出
さ
れ
た
が
、
そ

お
茶
の
状
況

町長

神
川
新
町
地
区
内
の
迫
平
線
の

道
路
の
改
善
は

国
費
等
を
活
用
し

整
備
を
進
め
る

道
路
の
側
溝
改
善
・
安
全
対
策

町長

一般質問 ９月定例会では、８名の議員より
一般質問が行われました。
※質問及び答弁については、要旨を掲載しております。
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今
後
の
未
来
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か

Q A&

久保 勇太 議員

Q 

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
観
光
の
在
り
方
に
関
し

て
、
本
町
の
み
な
ら
ず
肝
属
、
大
隅
半
島
全
域
に
お
い

て
戦
略
を
練
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
た
地
域
活
性
化

を
図
る
べ
き
と
考
え
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
お
お
す
み

観
光
未
来
会
議
が
設
立
さ
れ
５
年
目
を
迎
え
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
本
町
は
ど
れ
だ
け
税
金
を
投
入
し
、
そ
の

結
果
、ど
の
よ
う
な
効
果
、便
益
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
。

A 

町
長　

本
町
か
ら
は
５
年
間
で
約
８
５
０
万

円
の
負
担
金
を
支
出
し
て
い
る
。

　

波
及
効
果
と
し
て
Ｈ
29
年
か
ら
Ｈ
30
年
ま

で
に
１
４
，８
９
９
人
入
込
客
数
が
増
加
し
た
。

今
後
は
策
定
中
の
第
２
期
大
隅
エ
リ
ア
観
光

戦
略
に
基
づ
き
、
お
お
す
み
観
光
未
来
会
議

と
一
体
と
な
っ
て
観
光
振
興
を
図
っ
て
い
く
。

Q 

今
後
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
観
光

の
在
り
方
に
関
し
て
、
周
辺
市
町
と
具
体
的

な
協
議
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

A 

町
長　

お
お
す
み
観
光
未
来
会
議
に
お
い
て
、
今
年
度

ア
ン
ケ
ー
ト
を
関
係
者
に
対
し
実
施
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ

い
て
４
市
５
町
や
振
興
局
と
連
携
し
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
お

け
る
観
光
の
在
り
方
に
関
し
て
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
指
宿
市
な
ど
の
薩
摩
半
島
と
も
連
携
し
て
い
く
。

Q 

私
は
環
錦
江
湾
観
光
連
絡
会
議
に
参
加
し
て
い
る
。

ぜ
ひ
連
携
を
強
化
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
昨
年
９
月
議
会
で
質
問
し
た
、
絶
好
の
パ
ノ
ラ
マ
を
誇

る
神
川
海
岸
で
あ
る
が
、
強
靭
化
事
業
と
併
せ
て
滞
在
型

観
光
を
実
現
す
る
総
合
開
発
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

A 

町
長　

現
在
、
役
場
若
手
職
員
や
神
川
小
学

校
６
年
生
が
中
心
と
な
り
、
未
来
の
神
川
海
岸

の
在
り
方
、
開
発
提
案
を
行
っ
て
お
り
、
継
続

的
に
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

Q 

急
激
な
少
子
化
は
部
活
動
の
存
続
を
急
速
に

脅
か
し
つ
つ
あ
り
、
競
技
に
よ
っ
て
は
チ
ー
ム
が

組
成
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、

ス
ポ
ー
ツ
庁
よ
り
『
運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
に

関
す
る
検
討
会
議
提
言
』
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

本
町
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

A 

教
育
長　
現
在
単
独
で
試
合
が
行
え
る
競

技
は
錦
江
中
女
子
バ
レ
ー
部
の
み
で
あ
る
。
今

後
は
、
地
域
部
活
動
推
進
協
議
会
を
発
足
さ
せ
、

部
活
動
の
地
域
移
行
へ
の
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

Q 

実
施
主
体
に
関
し
て
、
本
町
と
し
て
の

検
討
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A 

教
育
長　
錦
江
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準

備
委
員
会
に
お
い
て
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
設
立
に
向
け
て
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。

Q 

子
ど
も
た
ち
の
み
な
ら
ず
、
高
齢
者
の
方
々
の
健

康
維
持
の
観
点
か
ら
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
ス
ポ
ー
ツ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
参
加
い
た
だ
く
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
を
踏
ま
え
、
本

町
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
か
。

A 

教
育
長　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
世
代

の
方
々
が
気
軽
に
楽

し
く
活
動
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
、
健
康
づ
く

り
の
場
が
提
供
で
き

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

事
業
形
態
と
し
て

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
。

Q 

錦
江
町 

ま
ち
・
ひ
と
・『
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
』
創
生
協

議
会
の
こ
れ
ま
で
の
役
割
、
実
績
を
町
と
し
て
ど
の
よ

う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

A 

町
長　
オ
ン
ラ
イ
ン
公
営
塾
や
小
児
科
・
産
婦
人

科
オ
ン
ラ
イ
ン
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
が
２
０
２
２

骨
太
方
針
に
盛
り
込
ま
れ
る
な
ど
、
時
代
を
先
取
り
し
た

先
進
的
な
取
組
と
し
て
町
と
し
て
も
高
く
評
価
し
て
い
る
。

Q 

昨
年
の
協
議
会
の
予
算
措
置
や
各
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
計
画
は
ど
の
よ
う
に
立
案
さ
れ
、
協
議
会

に
係
る
監
査
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

A 

町
長　
理
事
会
に
お
い
て
事
業
予
算
案
を
編
成
し
、

予
算
協
議
を
経
て
議
会
に
諮
っ
て
い
る
。
み
な
し
法
人
で
あ

る
の
で
、
会
計
検
査
は
会
計
課
長
と
民
間
有
識
者
２
人
に

よ
り
監
査
が
行
わ
れ
、
税
理
士
等
の
指
導
も
受
け
る
。

Q 

ふ
る
さ
と
納
税
基
金
は
相
当
額
に
上
っ
て
い
る
よ

う
だ
が
、
当
基
金
は
今
後
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
る

の
か
。
例
え
ば
、
事
業
者
へ
の
商
品
開
発
に
活
用
で
き

な
い
か
。
錦
江
町
の
『
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
』
を
創
生
す
る
た

め
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
さ
れ
た
い
。

A 

町
長　
令
和
４
年
５
月
現
在
基
金
総
額

２
億
６
１
１
４
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
条
例
に

従
い
活
用
し
て
い
く
。

　
商
品
開
発
等
も
事
業
者
に
提
案
い
た
だ
き
な

が
ら
行
っ
て
い
き
た
い
。

錦
江
町
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
ラ

ブ
を
ど
の
よ
う
に
設
立
し
て
い
く
の
か

各
協
議
会
、
委
員
会
、
関
係
者
一

体
と
な
っ
て
設
立
準
備
を
行
う

ス
ポ
ー
ツ
振
興

教育長

ここが聞きたい

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
観
光
は
周
辺
市
町
と
協
議
・
連
携
を
行
っ
て
い
く
の
か

ま
た
、
絶
好
の
パ
ノ
ラ
マ
を
誇
る
神
川
海
岸
に
関
し
て
総
合
開
発
を
行
う
考
え
は
な
い
か

お
お
す
み
観
光
未
来
会
議
を
中
心
に
連
携
を
図
っ
て
い
く

小
学
生
や
役
場
若
手
職
員
と
一
緒
に
神
川
海
岸
の
開
発
検
討
を
行
っ
て
い
く

広
域
観
光

町長

総体会場の風景（バスケットボール）

基
本
理
念
の
５
本
の
柱
を
連
関

さ
せ
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く

未
来
づ
く
り

町長
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Q 

前
回
の
一
般
質
問
で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
続
け
て
同
じ
質
問
を
す
る

の
は
非
常
に
残
念
だ
が
、
改
善
す
べ
き
事
だ
と
思
う
の

で
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
た
際
に
改
悪

さ
れ
た
現
状
を
指
摘
し
た
。
改
善
す
る
と
答
弁
が
あ
っ

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
取
組
み
が
一
切
見
受
け
ら
れ
な
い
。

　
改
善
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
取
組
み
を
行
っ
た
の
か
。

A 

町
長　
情
報
の
更
新
や
リ
ン
ク
切
れ
の
確

認
、
修
正
作
業
を
行
う
と
共
に
、
職
員
向
け
の
操

作
研
修
会
を
２
回
行
っ
た
。
更
な
る
情
報
発
信
の

為
に
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
開
設
を
行
っ
た
。

Q 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
し
て
は
、
昨
年
６
月
の
一

般
質
問
で
も
質
問
さ
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
そ
の
後
も

改
善
さ
れ
ず
、
現
状
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
直
後
と
は
思

え
な
い
ほ
ど
に
酷
い
現
状
で
あ
る
。
そ
の
後
も
対
策

し
た
と
の
答
弁
だ
が
、
そ
れ
で
も
改
善
さ
れ
て
い
な

い
現
状
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

A 

町
長　
改
善
に
時
間
を
要
し
て
い
る
の
は

事
実
で
あ
る
。
情
報
を
出
す
よ
う
に
指
導
も
し

て
い
る
。
し
か
し
、
職
員
の
専
門
的
知
識
不
足

は
否
め
な
い
為
、
職
員
の
配
置
や
民
間
企
業
の

受
入
れ
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q 

目
的
や
取
組
み
が
ず
れ
て
い
る
と
意
味
が
な

い
。ア
ク
セ
ス
解
析
を
元
に
し
た
運
営
方
針
や
企
画
、

改
善
等
の
会
議
は
ど
の
よ
う
な
内
容
で
ど
れ
く
ら
い

の
頻
度
で
行
っ
て
い
る
か
。

A 

町
長　
行
っ
て
い
な
い
。
私
ど
も
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
対
す
る
考
え
方
が
少
々
甘
か
っ
た
と
思
う
。

Q 
ア
ク
セ
ス
解
析
も
会
議
も
な
か
っ
た
と
の
答
弁
だ

が
、こ
こ
が
大
き
な
ズ
レ
で
あ
る
。そ
れ
ら
が
な
く
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
は
で
き
な
い
。
こ
こ
１
年
間
だ
け
で

も
約
２
，
５
０
０
万
円
の
経
費
を
使
い
、
問
題
を
問
題

と
し
て
捉
え
る
事
が
で
き
ず
、
私
が
質
問
す
る
ま
で
改

善
ど
こ
ろ
か
、検
討
す
ら
さ
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。知
識・

技
術
不
足
や
時
間
が
か
か
る
の
は
仕
方
が
な
い
。
根
本

的
な
取
組
む
姿
勢
や
環
境
の
問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

A 

町
長　
総
合
的
に
把
握
し
、
改
善
し
て
い

き
た
い
。

久
本
議
員　
補
正
予
算
で
Ｄ
Ｘ
推
進
を
取
り
下

げ
て
い
た
が
苦
渋
の
決
断
だ
っ
た
と
思
う
。
問
題

の
多
い
現
状
の
ま
ま
、推
し
進
め
る
よ
り
も
人
材
、

環
境
づ
く
り
に
舵
を
切
っ
た
町
長
の
判
断
は
素
晴

ら
し
い
と
感
じ
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
限
ら
ず
、

錦
江
町
を
良
く
す
る
為
に
、
最
善
を
尽
く
せ
る
体

制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

応
で
き
な
い
理
由
は
な
に
か
。

A 

町
長　
私
ど
も
の
不
手
際
で
情
報
が
伝

わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
早
急
に
広
報
誌
等
を
活

用
し
、
希
望
者
か
ら
聴
取
し
、
対
応
す
る
。

久
本
議
員　
新
た
な
取
組
み
の
機
会
や
地
域

発
展
の
損
失
に
繋
が
る
可
能
性
も
あ
る
。
尽
力

願
い
た
い
。

Q 

錦
江
町
で
は
指
定
管
理
自
体
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
、
管
理
委
託
を
し
て
い
る
か
。

A 

町
長　
現
在
11
の
施
設
で
指
定
管
理
制
度

を
導
入
し
て
い
る
。

Q 

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
運
営
や
体
制
に
問
題

は
な
い
か
。

A 

町
長　
住
民
が
誰
で
も
自
由
に
利
用
で
き
、

住
民
の
福
祉
を
増
進
す
る
目
的
の
あ
る
施
設
を
協

定
を
結
び
、
年
度
末
に
実
務
報
告
書
等
を
提
出
い

た
だ
い
て
い
る
。
要
望
や
相
談
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
情
報
共
有
等
は
で
き
て
い
る
と
思
う
。
ト
ラ
ブ

ル
や
情
報
共
有
が
足
り
な
い
と
い
う
声
は
な
い
。

久
本
議
員　
意
識
の
す
り
合
わ
せ
や
問
題
の
引
き

上
げ
等
に
尽
力
い
た
だ
き
、
シ
ス
テ
ム
も
人
材
も
観

光
資
源
も
新
た
な
も
の
も
必
要
だ
が
、
今
あ
る
も
の

を
活
か
し
、
地
域
活
性
化
に
繋
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

久本 晃 議員

Q 

空
き
家
バ
ン
ク
、
町
営
住
宅
の
運
営
管
理

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

A 

町
長　
空
き
家
バ
ン
ク
は
54
件
の
登
録
が

あ
り
、
賃
貸
27
件
、
売
買
11
件
の
実
績
が
あ
る
。

　

登
録
物
件
数
の
少
な
さ
が
課
題
で
あ
る
。
町

営
住
宅
の
運
営
上
で
は
住
宅
料
の
未
納
が
あ
り
、

計
画
的
な
徴
収
に
努
め
て
い
る
。

Q 
家
は
想
い
や
愛
着
も
あ
る
の
で
、
難
し
い

問
題
だ
が
引
き
続
き
取
組
ん
で
欲
し
い
。

　
次
に
、
町
営
の
店
舗
を
借
り
た
い
と
要
望
が

が
今
年
の
３
月
に
あ
っ
た
と
思
う
が
未
だ
に
対

空
き
家
バ
ン
ク
・
町
営
住
宅
の
運
営

管
理
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

登
録
物
件
数
の
少
な
さ

が
課
題

地
域
課
題

町長

指
定
管
理
者
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
、
管
理
委
託
を
し
て
い
る
か

住
民
が
誰
で
も
自
由
に
利
用
で

き
る
福
祉
を
増
進
す
る
た
め

指
定
管
理

町長

一般質問 ９月定例会では、８名の議員より
一般質問が行われました。
※質問及び答弁については、要旨を掲載しております。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
・
管
理
に
つ
い
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
対
す
る
考
え
方
が
少
々
甘
か
っ
た
と
思
う

総
合
的
に
把
握
し
、
改
善
し
て
い
き
た
い

広
報
・
情
報
発
信

町長

使いにくく、情報も少
ない３月にリニューア
ルしたばかりの錦江町
のホームページ
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Q 

本
年
４
月
に
小
学
６
年
生
と
中
学
３
年
生
を
対

象
に
、
全
国
学
力
テ
ス
ト
が
４
年
ぶ
り
に
実
施
さ
れ

た
。本
町
の
結
果
を
受
け
、改
善
点
を
検
討
さ
れ
た
か
。

A 

教
育
長　
小
学
６
年
生
は
算
数
と
理
科

は
全
国
平
均
並
み
、
国
語
は
全
国
平
均
を
少
し

下
回
っ
て
い
た
。
中
学
３
年
生
は
、
国
語
は
全

国
平
均
を
上
回
り
、
理
科
は
全
国
平
均
並
み
、

数
学
が
全
国
平
均
を
や
や
下
回
っ
て
い
た
。

　

小
学
校
で
は
記
述
式
の
問
題
、
中
学
校
で

は
基
礎
的
、
基
本
的
事
項
の
定
着
が
求
め
ら

れ
る
結
果
か
ら
、
次
の
５
点
の
改
善
目
標
を
積

極
的
に
進
め
て
い
く
。

①�

年
間
計
画
を
立
案
し
、
学
校
全
体
で
取
り

組
み
、
教
師
に
よ
る
見
届
け
を
確
実
に
行
う

②�

記
述
力
を
高
め
る
た
め
、
自
分
の
考
え
や

学
習
の
振
り
返
り
な
ど
を
書
く
時
間
を
学

習
の
週
末
の
時
間
に
設
定
す
る

③�

複
数
の
資
料
を
読
み
取
り
、
対
話
の
時
間

を
授
業
に
積
極
的
に
位
置
づ
け
る

④�

タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
積
極

的
に
活
用
す
る

⑤�

定
着
の
低
い
問
題
や
領
域
を
指
導
計
画
に

明
記
す
る

　

ま
た
、
学
校
図
書
館
に
新
聞
を
複
数
社
配

置
し
、
学
校
で
の
活
用
を
進
め
て
い
く
。

Q 

コ
ロ
ナ
禍
で
、
教
職
員
の
研
修
は
充
分

に
行
わ
れ
た
か
。

A 

教
育
長　
可
能
な
限
り
県
の
研
修
な
ど
は

　
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
っ
て
学
校
に
居
な
が
ら
、
教
育
セ
ン

タ
ー
の
講
座
を
視
聴
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
町
に
は
、

自
主
研
修
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
同
行
の
意
を
持
つ
先
生

方
が
研
修
を
進
め
て
い
る
。
県
内
で
非
常
に
研
修
が
進

ん
で
い
る
付
属
小
学
校
、
中
学
校
、
田
上
小
学
校
、
伊

敷
中
学
校
等
、
先
見
的
な
研
修
を
続
け
て
い
き
た
い
。

Q 

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
の
学
力
支
援

は
充
分
で
あ
る
か
。

A 

教
育
長　
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
い
た
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
も
提
供
し
て
い
る
。
家
庭
で
の

学
習
課
題
を
各
担
任
が
家
庭
に
持
参
し
、
添

削
し
て
、
本
人
に
返
却
す
る
な
ど
の
個
別
学

習
の
工
夫
も
行
っ
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
等
と
ケ
ー
ス
会
議
を
開
き
、
生
徒

へ
の
指
導
の
あ
り
方
を
情
報
提
供
し
て
い
る
。

※
対
面
せ
ず
に
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
画
面
越
し

に
会
議
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
名
称

Q 

校
内
の
樹
木
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
老
朽

化
に
よ
る
死
亡
事
故
が
発
生
し
た
が
、
本
町

の
樹
木
、
古
木
に
つ
い
て
の
調
査
の
内
容
は
。

A 

教
育
長　
事
故
に
つ
な
が
る
危
険
リ
ス
ク
が

高
い
樹
木
は
現
在
無
か
っ
た
。
今
後
は
、
樹
木
医
に
よ

る
診
断
を
実
施
し
、
早
急
に
対
応
し
、
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　
学
校
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
は
、
錦
江
町
個
別

施
設
計
画
に
基
づ
い
て
改
修
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。

　
学
校
内
の
危
険
個
所
に
つ
い
て
は
、
定
期
的
な
点
検

を
行
っ
て
い
る
。
遊
具
に
つ
い
て
も
毎
年
専
門
業
者
に

点
検
を
依
頼
し
、
修
繕
改
修
を
行
い
、
老
朽
化
に
よ
っ

て
危
険
が
生
じ
る
場
合
は
撤
去
し
、
新
設
し
て
い
る
。

Q 

廃
校
と
な
っ
た
中
学
校
跡
地
の
管
理
状

況
は
充
分
か
。

A 

教
育
長　
旧
神
川
中
学
校
は
未
来
づ
く
り

ここが聞きたい

改
善
点
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
た
の
か

５
点
の
改
善
目
標
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果

教育長

課
、
宿
利
原
中
学
校
は
政
策
企
画
課
管
理
下
で
活
用

し
、
旧
池
田
中
学
校
と
旧
大
原
中
学
校
は
教
育
委
員

会
が
管
理
し
、
点
検
を
行
っ
て
い
る
。

　
屋
外
運
動
場
は
、
各
地
区
公
民
館
に
管
理
を
お
願

い
し
、
田
代
体
育
館
、
元
南
大
隅
高
校
田
代
分
校
跡

の
体
育
館
は
教
育
委
員
会
で
管
理
し
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
除
草
作
業
を
委
託
し
て
い
る
。今
後
、

解
体
に
向
け
て
錦
江
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
市
町

村
計
画
に
載
せ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

Q 

旧
保
健
セ
ン
タ
ー
の
活
用
と
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
対
応
は
。

A 

町
長　
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
は
当
分
、
解
体

は
行
わ
ず
施
設
内
を
区
切
り
、
老
朽
化
が
進
む

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
高
齢
者
等
宅
配
訪

問
給
食
サ
ー
ビ
ス
等
を
行
っ
て
い
る
事
業
所
の

移
転
先
、
特
定
地
域
づ
く
り
共
同
組
合
の
事
務

所
と
し
て
の
活
用
等
を
検
討
し
て
い
る
。

　

 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
耐
震
化
が
進
ん
で

い
な
い
の
で
、解
体
の
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

Q 

解
体
に
は
相
当
額
の
経
費
が
必
要
と
な

る
と
考
え
る
が
。

A 

町
長　
合
併
特
例
債
を
活
用
す
る
。

樹
木
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
遊

具
の
管
理
状
況
に
つ
い
て

安
全
点
検
を
行
い
、
専

門
家
の
診
断
も
受
け
る

校
内
の
施
設
や
樹
木
の
管
理

教育長

旧
保
健
セ
ン
タ
ー
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
活
用
と
処
分
に
つ
い
て

前
者
は
活
用
、
後
者
は
解

体
の
方
向
で
検
討
す
る

旧
保
健
セ
ン
タ
ー
等
の
対
応

町長

※
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Q 

町
道
山
ノ
口
塩
屋
線
は
大
根
占
小

学
校
児
童
の
通
学
路
で
も
あ
る
。
特

に
、
朝
の
登
校
時
間
帯
に
ス
ピ
ー
ド

を
出
し
て
走
行
す
る
車
が
み
ら
れ
る

た
め
、
安
全
対
策
を
求
め
る
声
が
保

護
者
等
よ
り
聞
か
れ
て
い
る
。
こ
の

件
に
つ
い
て
は
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
よ
り

要
望
も
出
さ
れ
て
お
り
、
関
係
機
関

も
把
握
し
て
い
る
と
の
認
識
で
あ
る
。

　
現
在
ま
で
に
ど
う
い
っ
た
対
応
が

な
さ
れ
た
の
か
。
今
後
の
対
策
は
。

A 

教
育
長　

通
学
路
安
全
推
進
会
議

を
開
催
し
、
合
同
点
検
や
安
全
確
保

に
向
け
た
施
策
に
取
組
ん
で
い
る
。

当
推
進
会
議
で
、
指
摘
の
箇
所
も
要

望
が
あ
り
、
来
年
度
、
大
根
占
小
学

校
門
付
近
の
道
路
拡
幅
工
事
を
完

成
さ
せ
る
予
定
で
あ
る
。
よ
り
安
全

に
通
行
で
き
る
よ
う
に
、
歩
道
を
広

げ
、
車
道
幅
は
減
少
さ
せ
る
こ
と
で
、

ス
ピ
ー
ド
の
減
速
が
見
込
ま
れ
る
と

思
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
学
校
、
家
庭
及
び
地
域

の
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

地
域
社
会
全
体
で
子
ど
も
の
安
全
を

守
る
体
制
整
備
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

Q 

保
護
者
等
よ
り
、
進
捗
状
況
や
今

後
の
対
応
が
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と

で
、不
安
に
感
じ
る
と
の
話
も
あ
っ
た
。

情
報
提
供
、共
有
が
重
要
と
考
え
る
が
。

A 
教
育
長　

危
険
箇
所
等
に
つ
い
て

は
、
対
応
等
が
わ
か
っ
た
時
点
で
、

学
校
へ
報
告
し
て
い
き
た
い
。

Q 

来
年
度
工
事
に
入
る
ま
で
、
何
か

し
ら
の
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A 

教
育
長　

学
校
や
保
護
者
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
方
々
に
も
危
険
箇
所

と
し
て
認
識
し
て
も
ら
う
。
ま
た
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
の
立
哨
指
導
等
も
あ

る
の
で
、
共
有
し
な
が
ら
進
め
て
ま

い
り
た
い
。

Q 

通
学
路
立
哨
を
地
域
の
サ
ロ
ン
へ

活
動
と
し
て
お
願
い
す
る
こ
と
で
、
子

ど
も
と
高
齢
者
が
、
地
域
の
中
で
お

互
い
に
支
え
合
う
関
係
性
を
築
く
こ

と
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

Q 

交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
再
認
識

し
、
守
る
こ
と
で
、
交
通
事
故
を
防

ぐ
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
改

め
て
、
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を

向
上
さ
せ
る
取
組
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

A 

町
長　

交
通
安
全
運
動
期
間
中
に

お
け
る
周
知
活
動
や
立
哨
、
な
ん
ぐ

う
交
通
防
犯
少
年
団
の
子
ど
も
た
ち

が
参
加
す
る
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等

の
実
施
に
よ
り
、
交
通
安
全
に
対
す

る
意
識
啓
発
を
図
っ
て
い
る
。
今
後

も
、
錦
江
警
察
署
、
交
通
安
全
協
会

等
と
一
丸
と
な
り
、
さ
ら
な
る
意
識

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

来
年
度
、
大
根
占
小
学
校
門
付
近
の
道
路
の
拡
幅
工
事
を
完
成
さ

せ
る
予
定
で
あ
る

落司 道子 議員

A 

教
育
長　

現
在
、
地
域
学
校
協
働

活
動
を
進
め
て
お
り
、
登
下
校
の
見

守
り
に
限
ら
ず
、
ほ
か
の
教
育
活
動

に
つ
い
て
も
協
力
い
た
だ
け
る
人
材

を
募
集
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
、
登
録
し

て
い
た
だ
き
、
地
域
で
子
ど
も
た
ち

を
育
て
る
雰
囲
気
を
醸
成
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

一般質問 ９月定例会では、８名の議員より
一般質問が行われました。
※質問及び答弁については、要旨を掲載しております。

町
道
山
ノ
口
塩
屋
線
は
大
根
占
小
学
校
児
童
の
通
学
路
で
も
あ
り
、

安
全
対
策
を
求
め
る
声
が
聞
か
れ
る
が
、
今
後
の
対
策
は

交
通
安
全
対
策

見守りが子どもたちの安心につながる

教育長



13 きんこう議会だより 71号

Q A&ここが聞きたい

浪瀨 亮佑 議員

Q 

９
月
７
日
時
点
で
本
町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
者
が
６
５
５
名
と
な
る
大
変
な

状
況
で
あ
る
。
小
学
生
、
中
学
生
、
年
代
別

感
染
者
数
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

A 

町
長　
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
に
つ
い
て

は
令
和
２
年
12
月
27
日
に
１
人
目
の
感

染
者
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
、
８
月
28
日

ま
で
で
６
０
９
名
で
あ
る
。
小
学
生
が

74
名
、
中
学
生
が
35
名
の
感
染
者
数
と

な
っ
て
い
る
。

　
町
内
の
高
齢
者
施
設
に
お
け
る
感
染

状
況
は
、
１
施
設
に
お
い
て
20
名
を
超

え
る
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

Q 

感
染
者
・
濃
厚
接
触
者
に
な
る
と
一
定

期
間
、
外
出
も
で
き
ず
仕
事
も
欠
勤
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
ま
た
、
病
院
代
等
も
出
費
と
な

る
が
、
町
独
自
の
支
援
の
考
え
は
な
い
か
。

A 

町
長　
５
月
末
現
在
で
、
県
内
全
体
の
３

分
の
１
程
度
の
市
町
村
は
、
感
染
者
等
に
対
す

る
食
糧
支
援
を
実
施
し
て
い
る
が
、
爆
発
的
な

感
染
拡
大
を
受
け
て
、
財
政
負
担
や
通
常
業
務

に
支
障
が
あ
り
、
支
援
策
廃
止
や
見
直
し
を
検

討
す
る
市
町
村
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
一
部
個
人

負
担
だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
場
合
、
入
院
や
宿
泊
療
養
施
設
で
治
療

を
受
け
る
場
合
は
、
公
費
で
賄
わ
れ
る
こ
と

か
ら
大
き
な
負
担
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
は
な

い
と
考
え
る
。

　

さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
、
療
養
の
た
め
欠
勤
し
、
収
入
が
減
少
し

た
方
が
国
保
や
後
期
高
齢
者
保
険
に
加
入
し

て
い
る
場
合
、
直
近
３
か
月
の
収
入
と
比
較

し
て
、
傷
病
手
当
金
が
支
給
さ
れ
る
ほ
か
、

社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
に
つ
い
て
も

協
会
け
ん
ぽ
よ
り
傷
病
手
当
が
給
付
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
国
に
お
い
て
行
動
制
限
見
直
し
や
疾
病
分
類

の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
他
の
感
染
症

と
の
影
響
、
こ
れ
ま
で
感
染
さ
れ
た
方
々
と
の

平
等
性
な
ど
を
考
慮
し
、
町
独
自
の
支
援
策
に

つ
い
て
は
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
入
院
や
発
熱
外
来
等
の
医
療
体

制
の
安
定
が
住
民
の
方
々
の
安
心
を
支
え
る

優
先
課
題
だ
と
考
え
、
肝
属
郡
医
師
会
立
病

院
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
助
成
金
を
補
正
予
算
と
し

て
計
上
し
た
。

Q 

３
年
前
に
寄
附
し
て
い
た
だ
い
た
マ

ス
ク
は
、
今
現
在
ま
で
備
蓄
さ
れ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
品
質
に
問
題
が
な
け
れ

ば
、
医
療
機
関
等
に
渡
し
て
は
ど
う
か
。

A 

町
長　
当
時
マ
ス
ク
を
３
万
６
千
枚

い
た
だ
き
、
医
療
機
関
、
高
齢
者
福
祉

施
設
に
も
配
布
し
、
そ
の
残
り
を
田
代

支
所
の
備
蓄
倉
庫
に
保
管
し
て
い
る
。

　

マ
ス
ク
の
保
管
期
間
や
有
効
期
間
を

確
認
し
、
必
要
な
機
関
等
に
早
急
に
提

供
す
る
よ
う
考
え
る
。

Q 

濃
厚
飼
料
の
高
騰
が
続
き
、
畜
産
農

家
は
大
変
な
痛
手
を
負
っ
て
い
る
。
国

内
自
給
率
10
％
の
現
状
を
他
自
治
体
と

連
携
し
、
地
域
調
達
度
を
向
上
さ
せ
る

取
組
は
現
在
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A 

町
長　
町
で
は
南
洲
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
株
式
会
社
の
事
業
展
開
に
協
力
す
る
形
で

国
内
調
達
率
向
上
に
貢
献
す
る
よ
う
進
め
て

い
る
。
来
年
度
以
降
は
、
生
産
面
積
を
拡
大

予
定
で
、
引
き
継
ぎ
農
地
の
あ
っ
せ
ん
な
ど

可
能
な
範
囲
で
協
力
し
て
い
く
。
濃
厚
飼
料

は
原
料
の
生
産
の
み
な
ら
ず
、
加
工
や
貯
蔵

施
設
整
備
も
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
長
期
的

な
視
野
で
の
支
援
を
続
け
て
い
き
た
い
。

Q 

濃
厚
飼
料
を
作
る
の
は
非
常
に
手
間

が
か
か
る
た
め
、
輸
入
の
方
が
い
い
と
い

う
声
が
あ
る
。
遊
休
地
、
放
棄
地
を
紹
介

し
て
農
家
か
ら
貸
し
て
も
ら
う
ほ
か
に
何

か
手
助
け
で
き
る
方
法
は
な
い
か
。

A 

町
長　
本
年
４
月
に
錦
江
町
農
地
整

備
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
を
制
定
し
た
。

　

重
機
借
上
料
の
90
％
以
内
、
上
限

１
０
０
万
円
補
助
と
し
て
い
る
の
で
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

感
染
者
、
濃
厚
接
触
者
に
対
し
て
町
独
自
の
支
援
の

考
え
は
な
い
か

町
独
自
の
支
援
策
は
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い

コ
ロ
ナ
感
染
対
策

町長

国
内
自
給
率
の
向
上
取
組

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

南
洲
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
株
式
会

社
の
事
業
展
開
に
協
力
し
て
い
る

濃
厚
飼
料

町長

10歳未満 59名 50代 72名

10代 119名 60代 70名

20代 32名 70代 36名

30代 65名 80代 34名

40代 91名 90歳以上 31名

錦江町内の感染者数
（令和２年12月から令和4年8月まで）
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Q 

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
施
設
で
発
電
さ

れ
た
余
剰
電
力
を
本
庁
舎
へ
託
送
す

る
実
証
実
験
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
結
果
で
あ
る
の
か
。

A 

町
長　

実
証
実
験
は
、
錦
江
町
、

京
セ
ラ
株
式
会
社
、
大
隅
半
島
ス
マ
ー

ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
で
協
定
を

締
結
し
、
昨
年
10
月
か
ら
実
証
実
験

を
開
始
し
て
い
る
。

　

田
代
支
所
で
稼
働
中
の
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
施
設
が
、
田
代
支
所
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
宮
前
ポ
ン
プ

場
に
電
力
を
供
給
し
、
余
剰
電
力
を

本
庁
舎
へ
送
電
し
て
い
る
。
６
月
ま
で

の
実
績
と
し
て
１
，
６
８
１
k　
w　
h
の

電
力
を
本
庁
舎
へ
送
電
し
、
８
０
６

㎏
の
Ｃ
Ｏ
２
を
削
減
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設

の
停
止
等
で
余
剰
電
力
を
全
て
本
庁

舎
に
送
電
で
き
て
い
る
状
況
で
は
な

い
。
収
支
に
つ
い
て
も
、
自
己
託
送

に
よ
る
電
力
量
削
減
に
よ
る
効
果
や

計
画
以
上
の
余
剰
発
電
に
伴
う
売
電

等
の
収
入
は
あ
る
が
、
月
々
の
通
信

料
や
需
給
管
理
委
託
等
の
支
出
が
上

回
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

Q 

今
後
も
大
隅
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル

ギ
ー
社
（
肝
付
町
）
か
ら
電
気
を
引

く
こ
と
で
よ
い
か
。

A 
町
長　

今
後
も
大
隅
ス
マ
ー
ト
エ

ネ
ル
ギ
ー
さ
ん
の
電
力
を
購
入
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

Q 

今
回
の
実
証
実
験
を
踏
ま
え
て
、

今
後
も
継
続
す
る
の
か
。

A 

町
長　

協
定
に
基
づ
き
９
月
末
で

終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
成

果
の
検
証
等
も
行
う
こ
と
か
ら
、
事

業
化
に
つ
い
て
は
、
検
証
結
果
を
踏

ま
え
て
判
断
し
た
い
。

　

余
剰
電
力
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
大
隅
ス
マ
ー

ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
さ
ん
等
の
取
扱
い
に

つ
い
て
は
、検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
。

Q 

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ー
ビ
ン
の
故
障
・

修
理
は
ど
う
い
う
状
況
か
。
ま
た
、

稼
働
率
は
何
％
ぐ
ら
い
で
あ
る
か
。

予
算
・
複
数
年
に
わ
た
り
出
て
い
る

要
望
等
が
あ
る
。

　
今
後
は
、
執
行
部
も
一
緒
に
な
っ
て

解
決
法
を
検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

A 

町
長　

困
難
事
案
に
関
す
る
執
行

部
と
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
議
会
の

会
期
中
や
全
員
協
議
会
の
場
で
審
議

さ
れ
て
き
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る

が
、
様
々
な
課
題
の
背
景
や
事
由
が

想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
各
種
計
画

等
と
整
合
を
図
り
な
が
ら
対
応
し
て

ま
い
り
た
い
。

Q 

用
地
交
渉
の
際
、
納
税
管
理
者
が

い
な
い
場
所
が
あ
る
か
。

A 

住
民
税
務
課
長　

納
税
管
理
人
は
、

届
出
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
所
有
者
が
死
亡
し
、

固
定
資
産
税
が 

免
税
点
未
満
で
あ
る

場
合
は
納
税
管
理
人
が
分
か
ら
な
い

案
件
が
あ
っ
た
り
す
る
。
ま
た
、
そ
れ

が
何
件
あ
る
か
は
把
握
し
て
い
な
い
。

※
一
定
金
額
に
満
た
な
い
場
合
は
課

税
し
な
い
と
す
る
金
額
の
こ
と
。

　
町
内
に
同
一
人
が
所
有
す
る
土
地
、

家
屋
又
は
償
却
資
産
そ
れ
ぞ
れ
の
課

税
標
準
額
の
合
計
が
、
土
地
は
30
万

円
、
家
屋
は
20
万
円
、
償
却
資
産
は

１
５
０
万
円
に
満
た
な
い
場
合
、
固

定
資
産
税
を
課
さ
な
い
。

６
月
ま
で
の
実
績
と
し
て
、
１
，
６
８
１
k　
w　
h
の
電
力
を
本
庁
舎

へ
送
電
し
、
８
０
６
㎏
の
Ｃ
Ｏ
２
を
削
減
し
て
い
る

水口 孝俊 議員

A 

産
業
建
設
課
長　

令
和
３
年
度
の

稼
働
率
は
、
７
９
．
３
％
。
本
年
度

は
８
月
末
現
在
で
66
％
と
下
が
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
稼
働
に
伴
い
交
換

が
必
要
な
部
品
を
ド
イ
ツ
か
ら
調
達

す
る
間
稼
働
が
で
き
な
か
っ
た
た
め

で
あ
る
。
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
部

品
の
交
換
が
比
較
的
必
要
な
い
た
め
、

稼
働
率
は
上
が
る
見
込
み
で
あ
る
。

Q 
議
会
報
告
会
が
コ
ロ
ナ
感
染
防
止

の
た
め
、
開
催
で
き
ず
、
自
治
会
宛

て
に
文
面
で
対
応
し
て
い
る
。

　
要
望
・
意
見
等
に
つ
い
て
は
、
担

当
議
員
を
決
定
し
、
執
行
部
に
つ
な

い
で
い
る
。
そ
の
中
に
は
、用
地
交
渉・

町長

自
治
会
長
か
ら
の
意
見
・
要
望
等
を
執
行

部
も
一
緒
に
な
っ
て
検
討
で
き
な
い
か

各
計
画
等
と
整
合
性
を
図

り
な
が
ら
対
応
し
て
い
く

意
見
・
要
望
の
取
扱
い

町長

一般質問
※質問及び答弁については、要旨を掲載しております。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
公
共

施
設
間
の
自
己
託
送
は
ど
の
よ
う
な
結
果
で
あ
る
の
か

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
実
証
実
験

９月定例会では、８名の議員より
一般質問が行われました。

※
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Q A&

小吉 昭弘 議員

Q 

今
、
県
下
で
大
発
生
し
て
い
る
キ

オ
ビ
エ
ダ
シ
ャ
ク
は
本
町
で
も
、
高

齢
者
家
屋
、
空
き
家
等
で
広
が
り
を

見
せ
て
い
る
が
、
本
町
の
現
状
を
ど

う
把
握
し
て
い
る
か
。

A 

町
長　

町
内
で
は
、
６
月
頃
か
ら

成
虫
の
発
生
が
見
ら
れ
、
７
月
に
は

幼
虫
が
イ
ヌ
マ
キ
の
多
く
に
発
生
が

見
ら
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
田
代
地
域
で
は
問
題
に
な

る
よ
う
な
状
況
で
は
な
い
が
、
大
根

占
地
域
の
城
元
、
神
川
、
宿
利
原
地

区
の
住
宅
が
密
集
し
、
宅
地
内
の
イ

ヌ
マ
キ
に
発
生
が
見
受
け
ら
れ
、
他

の
地
区
に
つ
い
て
は
、
部
分
的
な
発

生
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

防
除
に
つ
い
て
は
、
個
人
宅
で
は

あ
る
が
、
共
同
防
除
が
で
き
な
い
場

合
は
自
治
会
等
で
対
応
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

Q 

行
政
が
音
頭
を
と
っ
て
自
治
会
や

公
民
館
単
位
で
の
駆
除
の
要
請
は
で

き
な
い
か
。
ま
た
、
駆
除
の
実
施
団

体
に
、
薬
剤
提
供
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

A 

町
長　

高
齢
化
に
よ
っ
て
、
防
除

が
で
き
な
い
方
々
に
つ
い
て
は
、
大

隅
森
林
組
合
、
南
大
隅
支
所
が
委
託

を
受
け
て
防
除
を
し
て
い
た
だ
け
る

の
で
、
広
報
誌
等
で
周
知
し
て
い
き

た
い
。

　

ま
た
、
自
治
会
長
さ
ん
方
に
協
力

依
頼
の
文
書
を
発
送
す
る
こ
と
も
考

え
る
。

Q 

城
元
展
望
台
は
大
根
占
の
水
田
、

市
街
地
、
遠
く
に
開
聞
岳
、
薩
摩
半

島
を
一
望
で
き
る
錦
江
町
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
が
、

現
在
は
、
杉
の
大
木
が
正
面
を
ふ
さ

ぎ
、
周
り
に
は
雑
木
が
生
い
茂
っ
て

い
る
。

　
な
ぜ
、
景
観
を
整
え
な
い
の
か
。

A 

町
長　

景
観
を
塞
い
で
い
る
杉
林

が
民
有
地
で
あ
り
、
10
年
ほ
ど
前
に
、

立
木
の
伐
採
に
係
る
費
用
を
町
が
負

担
す
る
こ
と
を
伝
え
、
伐
採
を
お
願

い
し
た
が
、
許
可
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
経
緯
も
あ
る
。
所

有
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
な
け
れ

ここが聞きたい

キ
オ
ビ
エ
ダ
シ
ャ
ク
の
本
町
の
現
状
を
ど
う
把
握
し
て
い
る
か

大
根
占
地
区
を
中
心
に
発
生
が
見
ら
れ
て
お
り
、
各
自
治
会
等

で
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い

害
虫
の
集
団
防
除

町長

ば
整
備
は
困
難
で
あ
る
。

Q 

昔
は
、
田
ん
ぼ
一
面
に
じ
ゃ
が
い

も
の
ビ
ニ
ー
ル
が
張
ら
れ
た
銀
世
界

の
大
根
占
水
田
と
し
て
、
新
聞
に
よ

く
紹
介
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
。
そ
の

時
の
風
景
を
取
り
戻
す
よ
う
、
振
興

局
や
地
権
者
に
相
談
は
で
き
な
い
か
。

A 

町
長　

ま
ず
は
、
地
権
者
の
方
と

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
考
え
も

聞
き
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
展
望
台
の
在
り
方
等
含
め
、

県
と
協
議
し
た
い
。

城
元
展
望
台
の
景
観
を
整

備
す
る
考
え
は
な
い
か

景
観
を
塞
い
で
い
る
杉
林

が
民
有
地
で
あ
り
、
景
観

整
備
が
進
ん
で
い
な
い

景
観
整
備

町長

キオビエダシャク

田園風景と開聞岳
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自治会からの意見・要望

1 大橋上・大橋下・木原

▶▶▶

1
町道木原線の全面改良工事については、差
し当たり当面の課題である、入口両側等の角
切工事の年内完成をお願いするため、関係自
治会合同で要望する。

この路線は人や車の往来が多いことから、
全面改修が望ましいと判断しておりますが、
町としましても、用地交渉が難航されている
ことから、自治会の皆様と協議を重ねてまい
ります。

2 鳥井戸

▶▶▶

2
新人議員が出てくるためには生活できる報
酬を確保し、専業で生活できることが重要で
ある。予算をそのままに、議員定数を現在よ
り半減し、一人当たりの報酬を２倍にするこ
とで議員活動に専念できるようにしてはどう
か。
議員定数の決め方について、議員の皆様の話

し合いで決める制度はおかしなことだと思う。

議会においても議員定数の改正についての
議論が必要であると認識しているところです。
議会基本条例の中で、定数の改正にあたっ
ては、人口の推移、財政状況の変動など、町
政の現状と課題、将来の予測と展望を総合的
に考慮すること。また、町民の方々の意見を
広く活用することとしています。
今後、町民の皆さまと情報を共有し、対話
しながら進めてまいります。　川北

議員定数削減。段階的に１０→８人に。

　盤山
①�　人口減少の為、調整財政も厳しい中、
議員定数を 10名くらいに。

自治会長・地区
公民館長さんから

聴取しました

要望・意見
自治会・地区公民館

対応策
議会

要望
意見

　議会の活動報告と町政全般について幅広く町民の皆様のご意見を
お伺いするために、例年７月に開催している議会報告会を昨年同様、
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止しました。
　そのため、自治会長・地区公民館長さんから日頃感じておられるこ
とを書面で提出していただき、それらの対応策について担当課等を通
じて調査し、取りまとめが完了しましたので報告します。

※内容については要旨を掲載しております。
※回答が重複するものはまとめて掲載しております。

各
自
治
会
か
ら
の
要
望
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3 上之宇都

▶▶▶

3
①�　長年、地域内の町道の上之宇都坂の草払
い清掃を自治会や同志会で６回行っている
が、高齢化により労働力が不足している。

　�　まずは、道路へはみだし、私たちが所有す
る草払機で届かない「かずら」の草払いを春、
秋の年２回ほど行政で検討できないか。

②�　５軒以上が関係する住宅裏の土砂崩れ対
策をお願いしたい。

①�　町道上之宇都線の「かずら」への対応に
つきましては、自治会の伐採作業後、建設
課にご連絡いただければ、現場を確認させ
ていただき、予算も限られていますので、
毎回の対応は困難でありますが、町の方で
対応いたします。

②�　関係者の方々に詳細をお聞きし、まずは
現地の確認をさせていただきます。

4 神川新町
▶▶▶

4
7 月３日に予定されていた大根占・神川地

区の一斉清掃は、雨が降り中止となったが、
延期という選択肢もあるのではないか。

例年の判断基準にならって中止にしました。
延期も視野に入れて検討してまいります。

5 半下石
▶▶▶

5
川の中に草、木、竹等が生い茂っている。

災害時の被害を防ぐために、早めに河川の整
備をお願いしたい。

　町管理の後河内川につきましては、令和４
年度中に伐採予定です。
　県管理の神ノ川につきましては、引続き県
へ要望してまいります。

6 川南
▶▶▶

6
　公民館裏の町道押領司線の補修をお願いし
たい。

　町道押領司線につきましては、道路の真ん
中の陥没を確認しておりますので、近日中に
補修いたします。

7 馬場中原
▶▶▶

7
　汚水の流れない、きれいな川にしてほしい。 　畜産し尿の河川流入は、平成 15～ 16年に

小規模事業者にも処理施設が導入されたため、
それ以降の流入はないものと考えます。

各種団体の皆様、議会と意見交換されませんか。
　議会では、町民の皆さんがもっている課題など幅広く意見をうかがい、その対策を町政に反
映させていくため、意見交換会の開催を議会基本条例で定めています。希望される団体等があ
りましたら、議会事務局に申込用紙が準備してありますので、直接申し込むか、もしくはメー
ルで申し込んでください。
　また、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、書面やメールでのご意見も受け付けており
ます。
　なお、自治会もしくは町内の団体に限りますので、個人では受付できません。

議会事務局（直通）：22-3045　Ｅメールアドレス：gikan-h@town.kinko.lg.jp

各
自
治
会
か
ら
の
要
望
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8 馬場

▶▶▶

8
国道 448号の街路樹が枯れたり、電線に支
障があるため処分してもらえないか。

国道 448号の街路樹２本（残木）について
は、伐採処分を大隅地域振興局に依頼済です。
他樹木の植栽（桜など）は、当初、ケヤキ
を街路樹として選定して植樹しており、また
他自治会との兼ね合いもあり今後、麓地区公
民館等で検討を重ねる必要があると考えます。

9 西中郡

▶▶▶

9
議会だよりを拝見すると、議会で質問され
る方はいつも同じ議員が多いと感じる。

一般質問以外でも、日常において、町民の
声や地域の課題・問題点を見つけ、住民や地
域の声を直接行政に橋渡しするなど、解決の
ために活動しています。

10 中村

▶▶▶

10
①�　郵便局の通りの河川の土手の草を定期的
に刈って欲しい。
�　�　中村橋から見づらく、旧田代自動車前の
県道に出る時も見づらい。

②�　県道並び国道、町道のメイン道路に覆い
かぶさっている木、竹、草等の除去を早急
にどうにかして欲しい。
　�　大型トラックがカーブでもセンターライ
ンを越えてくるので危ない。　

①�　郵便局前の町道川沿いは年１～２回委託
等により草刈り作業を実施しています。（9
月 10日も実施済）
　�　今後も、状況を見ながら草刈り作業を実
施してまいります。

②�　国道・県道は、大隅地域振興局が、町道
については町が除草管理しています。
　�　交通に支障のある道路沿いの樹木等は規
定により伐採処分できる場合と、そうでな
い場合があります。
　�　それは、個人の所有物になるためで、そ
のような樹木は基本、所有者本人が伐採す
ることになります。
　�　しかしながら、自治会長さんなどが中心
となり、関係所有者の同意を得て、書面に
よる申請をしていただいた場合は、町道管
理の一環として支障木伐採を実施できるこ
ともあります。

11 盤山

▶▶▶

11
②�　町道鵜戸野・盤山線の整備について
　�　道路の両側から木の枝が迫り道路幅が狭
く、対向車があるとき危険である。
　�　シルバーの草払いでは一部の草を刈払い
するのみで、木の枝等はそのままである。
　�　茶摘機等を積んだ運搬車は、木の枝を引
きずりながら走行して、折れた木の枝が道
路にちらばり、危険な状態が多い。　

②�　上記の中村自治会の回答と同様に、個人
の所有物でも、専門業者でなければ伐採が
できないこと、交通安全を確保しての大規
模作業となる事から自治会長さんなどが中
心となり、関係所有者の同意を得て、書面
による申請で伐採を行うことができます。

私有地 私有地車 道 歩 道

道路や歩道を安全に通行するため、車道
上の 4.5m、歩道上の 2.5mの範囲に通
行の障害になる物は置いてはならないと
規定されています。赤線　　と青線　　
で囲んだ部分の伐採をお願いします。

高さ 4.5m

高さ 2.5m
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11 盤山

▶▶▶

11
③�　あじさいロードの管理について
　�　道路の草払時期が遅く、あじさいを切る
時期が悪く花が咲きにくい。

　�　また、台風シーズンには、小石などが落
ちて来る。管理を適切にしてもらいたい。

④�　人口減少の為、婚活と出会いの場を提供
してほしい。

③�　あじさいロードにつきましては、シルバ
―人材センターに草払いを委託しておりま
すが、作業員不足等により予定通りに作業
できていない状況もあります。
　�　今後はさらに綿密な打合せの下、管理徹
底に努めてまいります。

④��　大崎町、肝付町、串良町、南大隅町、錦
江町の５町で婚活連絡協議会を組織してお
ります。
　�　今年度も 10月、12 月、2月に婚活イベ
ントの開催を予定しております。
　�　県においても、「かごしま出会いサポート
センター」を開設し、登録会員制によるマッ
チングを行っております。

12 昇陽
▶▶▶

12
コロナウイルスに感染し、軽症とはいえ、

高熱で日常生活が困難になっている家庭への
支援、感染後の後遺症の支援、ワクチン接種
による後遺症の支援等の対策などについて考
えていただきたい。

①�　感染者への生活支援について
　�　介護福祉課、地域包括支援センター等を
中心に関係機関が連携して支援する体制を
整えております。

②�　医療機関の診療体制について
　�　肝属郡医師会立病院へ転入院をする方を
対象に、無料で PCR 検査ができるよう、助
成をはじめました。

③�　感染後の後遺症について
　�　まずは、かかりつけ医に相談してくださ
い。近隣では、後遺症の状況にもよりますが、
次の病院へ予約を取って受診することも可
能です。（通常の診察のとおり有料）

④��　ワクチン接種の副反応に対する対応につ
いて
　�　本庁健康保険課（22-3041）及び田代支
所住民生活課（25-2511）へお問い合わせ
ください。

病　　院　　名 住　所 電　話　番　号 診　　療　　内　　容

おおうら皮ふ科 鹿屋市 0994-40-0111 皮膚症状

春陽会中央病院 肝付町 0994-65-1170 呼吸器症状・循環器症状・神経症状

ひろた耳鼻咽喉科 鹿屋市 0994-42-4133 呼吸器症状・味覚・嗅覚・痛み
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13 昇陽
▶▶▶

13
　田代麓地区の国道 448号の大根田橋から長
谷川沿いに町営釜牟田住宅へ向かう道路（大
根田橋～拂川橋）は、草刈りがされていない
ので見通しが非常に悪いので対策をして欲し
い。

　委託事業者と協議の上、できるだけ早く実
施いたします。

14 新田

▶▶▶

14
　ニジマス釣り場・瀬々來樹館の施設内にト
イレはありますが、駐車場から数十メートル
離れており、近隣住民のトイレを借りるお客
様もいる。
　駐車場の中にトイレを設置してもらいたい。

　同駐車場には、トイレの使用や掃除などの
維持管理に必要な電気配線や水道が整備され
ていない状況等から、駐車場への公衆用トイ
レの設置は予定していないところです。
　施設開放時期にはニジマス釣り場等施設内
のトイレを利用していただき、シーズンオフ時
は、でんしろうの森のトイレへの案内看板を設
置し、対応していきたいと考えております。

15 早瀬
▶▶▶

15
町道小路墓～郷ノ原墓線道路がせまく両側
通行ができなく、広い所で通るのを待つ状態
であるため、幅員を４ｍに拡げてほしい。

まずは、建設課において、自治会長さんと一緒
に現場を確認させていただきたいと思います。

16 鳥渕
▶▶▶

16
田代の農協窓口が閉鎖されるとの話を聞く
が議会の方からも閉鎖されないように働きか
けてほしい。

JA田代支所長の話によると、今のところ窓
口の閉鎖は考えていないとのことです。

〈作成について〉
◦左記は、陳情書の様式になります。
◦�請願書については、紹介議員の署名、又は記名押印が必要です。
　�この場合には「〔件名〕〇〇〇〇についての陳情書」の部分を請願
書として作成してください。
◦陳情者の住所、氏名は必須です。
◦�法人の場合は所在地、その名称及び代表者の氏名を署名又は記名し
押印してください。
◦陳情者が複数の場合は、その代表者を明記してください。
◦陳情者の住所、氏名は一般に公開されます。
◦�陳情者は、１件ごとにその趣旨を簡明に記載してください。必要に
よっては地図や写真等を添付してください。

〈提出について〉
◦陳情書は、議会事務局に提出してください。
　原則、受付日以降に開会される定例会で審議されます。
◦定例会は、年４回（３月・６月・９月・12 月）です。

ご不明な点は議会事務局へお問い合わせください。
☎ 0994-22-3045（直通） 

町政等についての要望等を請願書や陳情書として
どなたでも町議会に提出することができます。 

〈陳情書の様式〉
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地区公民館からの意見・要望

1 馬場公民館

▶▶▶

1
　年に１回、海岸清掃のボランティア作業を
自治会、役場が主体となって行っているが、
台風の後などゴミが散乱している。また、強
風時には、海岸線道路に松葉が散乱している
状況である。ボランティア作業を増やすか、
他に何か手立てがないのか検討していただき
たい。

　松葉の散乱については、状況を確認し、通
行に支障がある場合は随時対応します。
　海岸清掃につきましては、継続的に県へ要
望しています。
　今後ボランティアの回数を増やすことにつ
いては、引き続き検討していきます。

2 神川公民館

▶▶▶

2
①�　町内の時報の町民歌は、大根占地区と田
代地区で別の歌が流れているが同じ歌を流
したらいいのではないか。

②�　中学校跡地の芝刈りをするため、教育委
員から、乗用の芝刈り機を借りている。公
民館地区で芝刈り機を配備する考えはない
か。

①�　時報については、さまざまな意見をいた
だいておりますので、引き続き検討させて
いただきます。

②�　価格が高価であること、修繕等維持費が
かかること、常時使用するものではないこ
とから、今まで通り、総合運動公園や田代
中央運動場に配備してある乗用芝刈り機を
利用していただきたい。

3 宿利原公民館

▶▶▶

3
①�　宿利原地区内町道の枝木が道路敷へ被
さっており、通行の妨げになり危険なため、
伐採をお願いしたい。

②�　少子化のため、小学校の統合をお願いし
たい。

①�　自治会の皆様で所有者から伐採許可の同
意を得ていただき、同意が得られた箇所を
伐採しているところです。しかしながら地
権者特定など困難な事案が生じていること
も承知しておりますので、建設課にご相談
ください。

②�　「小学校の在り方検討委員会」を設置しま
すので、この委員会の提言を踏まえて検討
していくことになると考えます。

4 麓公民館
▶▶▶

4
　郵便局前の町道河川沿いは年に１～２回委
託等により草刈り作業を実施しています。（９
月 10日も実施済）

　麓川沿いの定期的な除草作業について定期
的な除草作業をお願いしたい。

5 花瀬公民館

▶▶▶

5
①�　高齢化により、ふれあい広場の草刈り等
の管理が重荷になっている。

　�　広場の管理業務を辞めることは可能か。

②�　花瀬地区に後継者向け町営住宅の整備を
お願いしたい。

①�　申し出があれば、協定の解約は可能と考
えます。しかし、花瀬地区役員会での協議の
結果、指定管理の協定が終了する令和６年３
月までは、現在のまま維持管理をすると伺っ
ております。

②�　田代地区では今後も町営住宅の空きが予
測されていることから、花瀬地区への新た
な町営住宅の建設は予定しておりません。
空き家等の有効活用について検討してまい
ります。
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12月定例会は田所支所で開催

傍聴してみませんか

第１回錦江町スポーツ
フェスタ開催
　新型コロナウイルスの影響で、長期にわた
り開催できなかった町民体育大会が、今年か
ら、「錦江町スポーツフェスタ」に形を変えて
開催されました。
　運動会は半日という短い時間でしたが、ひ
とりひとりが楽しく競技に参加し、にぎやか
な時間となりました。

編集副委員長　水口 孝俊

コロナ感染も低年齢層が多くなり本町
でも多数でました。ワクチン接種も

行われ、最近では発症人数も市町村ではな
く郡部で発表されてだいぶ少なく感じら
れます。季節がらインフルエンザの心配も
あります。気を付けてください。
　さて、本町でも台風14 号の接近で大変
な心配をいたしました。避難された方々も
多数でした。道路の通行止め、停電等も発
生し農家の皆様におかれましては、大変な
作業でした。

　また最近では光熱費の値上げ、資材の高騰、
肥料代、飼料代、今後は物価等の値上げが頻
繁になってきました。どうか声かけや情報交
換で乗り切りましょう。高齢者の医療費負担
も２割負担となります。大変な時期ではござ
いますが健康な町づくりに頑張りましょう。

◆議会報編集委員会
委 員 長　落司  道子
副委員長　水口  孝俊
委　　員　川越  裕子・久本  晃・久保  勇太

編集後記

表紙をウォッチ

錦江町議会YouTube
チャンネルはこちらから

12月定例会の会期は、12月７日から16日、
一般質問は８日の予定です。
田代支所３階の議場へ傍聴においでください。
また、インターネット映像配信サービス
YouTubeにて本会議の模様を生中継
いたしますので、是非ご活用ください。

○×クイズを楽しむ子どもたち
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